
まちの話題

今月の表紙　　春の交通安全教室～交通ルールを守ることを約束して、みんなで指切りげんまん～

温故知新

老人クラブの世話役

緑町　田島 利男 さん

特集　私たちが担当です　４月から配置が変わりました

交通事故死ゼロを目指す　交通安全推進町民大会が開催される

人権擁護委員として２期６年　細川サチ子さんに感謝状贈呈
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日　　程：６月８日（金）、９日（土）

受付時間：朝６時～９時30分まで（30分間隔）

場　　所：町民会館

健診内容：特定健診、胃がん検診、肺がん検診、大腸がん検診、前立腺がん検診

乳がん検診、子宮がん検診、肝炎ウィルス検診、エキノコックス症検診

申込期間：４月18日（水）～５月16日（水）

※詳しくは、４月号広報折込チラシ・健康いきいきカレンダーをご覧下さい。

特定健診の受け方には、大きく２つの方法があります。
自分に合った方法で、病気の早期発見、健康の確認、受診率アッ
プにご協力をお願いします。

■現在、６月の健診の申込受付中です！　

平成20年度から始まった特定健診。今年度が評価の年になっており、津別町の国民健康保険事
業にとって重要な１年になります。特定健診（メタボ健診）は、加入する医療保険者が実施主体
となり、40歳～74歳までのすべての方（高血圧や糖尿病などで通院中の方も対象です）が受ける
ことになっている健診です。
国は今年度、この特定健診受診率が65％を達成できなかった場合、ペナルティとして国保会計

からの後期高齢者医療制度への支援金を増額する予定です。結果として国保の保険税が増額され
ることになります。
※国保保険税が増額された場合、4人家族の世帯で
年間約6,700円程度増額される見込みです。

■今年度の特定健診受診率が直接的に国保保険税の増額に影響します

■特定健診は気付かない病気を発見する健診です！

特定健診の内容は、自覚症状が出る前の病気を早期に見つけることを目的に決められています。
津別町国保では、国の基準の他に独自で追加している健診項目（ｸﾚｱﾁﾆﾝ、HbA1c、尿酸）により、
自覚症状が出る一歩手前の腎不全（人工透析の原因）や糖尿病・痛風を発見し、重症化予防にも
効果が出ています。ぜひ一度、特定健診で全身をチェックしてみませんか？

問い合わせ・健診申し込み先　保健福祉課 健康推進担当　　　†76－2151（内線332、232、231）

津別町の
特定健診受診率

いよいよ１期最終年の　 特定健診が始まります！

今年度は特定健診受診率が保険　税に影響を与える評価の年です

国の目標

受診率

平成22年度

65％

23％

→

→
■平成23年度は特定健診受診率が

アップしました
平成23年度は、広報等で特定健診受診率の低さを

知り、「初めて健診を受けた」「数年ぶりに健診を受
けた」「病院で受けた健診結果を町に提出して協力
したい」など、皆さんのご協力により、特定健診受
診率が28.5％となり、前年度と比べて５％ほどアッ
プしました。しかし、目標の65％を達成するには、
まだまだ多くの方々のご協力が必要です。

痛くもかゆくもない

のに、何で自分が…

早めにわかって良かったよ。

病院でいつも

検査してもらっているのに…

でも、透析になる前にわかって

良かった！

☆さあ、健診を受けよう！

40～74歳

国保加入者

特定健診

みなし健診

・ 町民会館で実施している健診を受ける
（6月、7月、10月、2月）

・ 津別病院で都合のいい日に健診を受ける
（6月～3月）

・ 網走厚生病院で人間ドックとして受ける
（4月～3月）

・通院先の病院で受けている健診結果を町へ提出

・職場健診の結果を町へ提出

※特定健診の必須項目を検査している場合のみ該当に

なります。検査項目が不足している場合は、特定健

診をお受け下さい。
28％

？

平成23年度 平成24年度

今年度61歳の方は特定健

診・がん検診が無料です

６月の健診は、

婦人科検診も

あります！

■特定健診の流れ

q予約をする w特定健診を受診する r特定保健指導を受けるe健診結果を聴く　

該当する
人は
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５
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ザ
ー
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。
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取
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ザ
ー
『
ミ
オ
マ
モ
ル
ち
ゃ
ん
』

は
、
津
別
小
学
校
、
活
汲
小
学
校
、

本
岐
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れ
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。
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わ
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。
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、
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交通事故死ゼロを目指す

交通安全推進町民大会が開催される
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通
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設
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業
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日
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町
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成
24
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度
津

別
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通
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推
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町
民
大
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催
さ

れ
、
２
２
０
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の
参
加
者
が
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通
安
全
意
識

の
徹
底
を
誓
い
ま
し
た
。

大
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で
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催
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語
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で
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小
中
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生

10
名
の
表
彰
が
行
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れ
ま
し
た
。
各
団
体
の
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意
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明
の
後
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町
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死
亡
交

通
事
故
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ロ
日
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」
は
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成
23
年
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月
２
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５
０
０
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』
を
達
成
し
、
目
標
を
新

た
に
『
１
０
０
０
日
』
と
定
め
て
運
動
に
取

り
組
む
こ
と
を
確
認
。
平
成
24
年
度
の
交
通

安
全
運
動
に
つ
い
て
は
、
７
大
セ
ー
フ
テ
ィ

ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
展
開
し
、
交
通
事

故
の
な
い
安
全
で
安
心
な
社
会
を
目
指
す
こ

と
を
再
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認
し
ま
し
た
。

４
月
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、
建
設
産
業
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通
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全
推
進
網

走
地
方
本
部
美
幌
支
部
か
ら
教
育
委
員
会

に
、
今
年
も
交
通
安
全
旗
80
枚
が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
こ

と
を
願
っ
て
作
ら
れ
た
旗
は
、
黄
色
と
赤
の

鮮
や
か
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
と
可
愛
い
エ
ゾ
鹿

の
イ
ラ
ス
ト
が
印
象
的
な
デ
ザ
イ
ン
。
蓮
井

和
一
支
部
長
代
理
か
ら
教
育
長
に
手
渡
さ
れ

た
旗
は
、
町
内
全
て
の
小
学
校
、
中
学
校
の

周
辺
に
設
置
す
る
予
定
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
や

歩
行
者
の
交
通
安
全
意
識
の
向
上
に
役
立
て

ら
れ
ま
す
。

qtouroku＠info . town.tsubetsu . lg . jpへ、空メールを送信。

w確認メールが届きますので、そのメールの指示に沿い登録を

進めてください。
※なお、右記のＱＲコードを読み取ると簡単にアクセスできます。
カメラ付携帯電話をご利用の方は、バーコードリーダー機能で読み取ってください。

安心・安全な地域づくりのため、皆様のご協力をお願いいたします。

問い合わせ先　　保健福祉課地域包括支援センター　†76－2158

平成24年度より、メール配信システム「ささえねっと＠つべつ」が開始されました！

ささえねっと＠つべつでは、配信してほしい情報を下記の項目から選んでいただき、登録された

メールアドレスに情報を配信させていただきます。

q お年寄りの「行方不明情報」（※この情報は必須です。）

w 日ごろの暮らしに役立つ「防災・防犯情報」

e 町内で開催予定の「イベント情報」

r ヒグマが現れたときにお知らせする「ヒグマ情報」

相談対象者

q 18歳以上の身体障がい者で電動車いす等の直接判定を要する補装具の交付を希望する方

w 18歳以上の知的障がい者で療育手帳の新規又は再判定を希望する方

e その他、専門的判定を必要とする方

平成24年度の北海道心身障害者総合相談所の第１回巡回相談が６月19日（火）・20日（水）に北見市総合福祉

会館で行われます。通常は札幌の相談所でしか受けられない相談が、近隣で判定を受けられる貴重な機会になりま

すので、希望される方は５月15日（火）までに役場の福祉担当までご連絡ください。

ささえねっと＠つべつに登録すると･･･

＊認知症による徘徊
はいかい

で高齢者が行方不明になった際、下記の内容　

でメール配信します。

・性別、年齢、（承諾を得られた場合は苗字等）

・姿が見えなくなった場所、時間、状況

・体格、外観、服装の特徴など

＊事前に「津別町SOSネットワーク」に登録された情報を、ご家　

族の承諾を得た内容で、配信させていただきます。

メール配信システム

問い合わせ先　保健福祉課介護福祉グループ福祉担当　†76－2151（内線233）

平成24年度北海道心身障害者総合相談所の第１回巡回相談について

☆登録方法は下記のとおりです

＊地域包括支援センターからのお願い～登録にご協力を！

に
対
応
し
、
地
域
住
民
の
福
祉
の
向

上
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。



さ
ん

平
成
19
年
か
ら
西
区
老
人
ク
ラ
ブ
の

会
長
を
務
め
、
様
々
な
会
合
や
催
し
の

運
営
に
携
わ
っ
て
い
る
田
島
利
男
さ

ん
。
ク
ラ
ブ
の
世
話
役
と
し
て
、
多
忙

な
が
ら
も
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て

お
ら
れ
ま
す
。

６
人
兄
弟
の
長
男
と
し
て
活
汲
の
農

家
に
生
ま
れ
た
田
島
さ
ん
は
、
活
汲
小

中
学
校
を
卒
業
後
、
家
業
を
手
伝
い
な

が
ら
「
土
地
が
狭
く
て
農
家
だ
け
じ
ゃ

食
べ
て
い
け
な
い
か
ら
」
と
、
建
設
会

社
な
ど
に
働
き
に
出
ま
す
。

し
ば
ら
く
二
足
の
わ
ら
じ
で
家
業
を

支
え
た
田
島
さ
ん
に
転
機
が
訪
れ
た
の

は
昭
和
41
年
の
こ
と
。
石
炭
を
中
心
に

燃
料
な
ど
を
手
広
く
扱
っ
て
い
た
青
木

商
店
の
手
伝
い
を
し
て
い
た
時
、
そ
の

働
き
ぶ
り
が
認
め
ら
れ
正
社
員
と
し
て

迎
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
年
は
結
婚
し
て

社
宅
に
新
居
を
構
え
る
な
ど
、
田
島
さ

ん
に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
年
に
な
り

ま
し
た
。

「
あ
の
こ
ろ
の
暖
房
は
石
炭
が
中
心

で
、
釧
路
や
阿
寒
の
炭
鉱
か
ら
北
見
相

生
線
の
貨
車
で
た
く
さ
ん
の
石
炭
が
運

ば
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
を
ト
ラ
ッ
ク

で
津
別
駅
か
ら
会
社
の
置
き
場
ま
で
運

び
、
そ
こ
か
ら
各
家
庭
に
配
達
し
た
も

の
で
す
」
と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

平
成
４
年
に
は
会
社
の
業
務
が
北
海

道
ほ
く
さ
ん
に
引
き
継
が
れ
ま
す
が
、

田
島
さ
ん
も
同
時
に
新
会
社
に
移
り
、

60
歳
の
定
年
ま
で
勤
め
上
げ
ま
し
た
。

現
在
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
月
曜

日
が
踊
り
、
火
曜
日
は
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー

ル
や
卓
球
、
水
曜
日
は
カ
ラ
オ
ケ
と
多

岐
に
わ
た
り
、
毎
年
春
と
秋
に
は
泊
ま

り
が
け
の
旅
行
も
企
画
し
て
い
ま
す
。

同
時
に
津
別
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の

事
務
局
長
と
し
て
各
種
行
事
の
進
行
や

司
会
を
担
当
。
平
成
23
年
か
ら
は
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
の
委

員
と
し
て
、
介
護
支
援
の
勉
強
会
に
参

加
す
る
な
ど
、
積
極
的
に
地
域
の
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
勤
め
て
い
た
と
き
と
忙
し
さ
は
あ

ま
り
変
わ
ら
な
い
か
も
」
と
笑
う
田
島

さ
ん
の
楽
し
み
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
で
も

披
露
し
て
い
る
カ
ラ
オ
ケ
。
最
近
の

お
気
に
入
り
曲
は
和
田
青
児
『
仕
事
た
び

の
宿
』
だ
そ
う
で
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
世
話
役

田
島
　
利
男

【409】

お問い合わせ †76－2151 税務担当（内線 220・221）
収納担当（内線 218）

町
の
税
金
は
、
北
見
信
用
金
庫
（
役
場
派

出
所
、
本
店
及
び
各
支
店
）、
網
走
信
用
金

庫
、
津
別
町
農
業
協
同
組
合
、
北
洋
銀
行
、

北
海
道
内
全
て
の
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）

で
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

『
日
中
は
仕
事
で
金
融
機
関
に
行
く
こ
と

が
で
き
な
い
』、『
納
付
を
忘
れ
て
し
ま
う
』

等
の
方
は
、
口
座
振
替
制
度
の
ご
利
用
を
お

勧
め
し
ま
す
。
こ
の
制
度
を
利
用
す
れ
ば
金

融
機
関
の
預
金
口
座
か
ら
振
替
に
よ
っ
て
納

税
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
ら
、
金
融
機
関

に
行
く
手
間
が
少
な
く
、
ま
た
、
納
付
を
忘

れ
て
し
ま
う
こ
と
も
な
く
大
変
便
利
で
す
。

手
続
き
は
、
口
座
振
替
を
す
る
口
座
の
印

鑑
、
預
金
通
帳
と
納
税
通
知
書
を
持
参
し
て

町
の
税
金
を
納
め
る
こ
と
の
で
き
る
金
融
機

関
で
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。
振
替
口
座
の

変
更
が
な
け
れ
ば
、
毎
年
手
続
き
を
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
口
座
振
替
の
手
続
き
を
さ
れ
た
日

に
よ
っ
て
は
、
直
後
の
納
期
限
に
間
に
合
わ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
手
続
き
の
際

に
は
金
融
機
関
に
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま

す
。

町
税
の
納
付
は
口
座
振
替

制
度
の
ご
利
用
を

５
月
は
固
定
資
産
税
第
１
期
、
軽
自
動
車

税
の
納
付
月
で
す
。

納
期
限
は
、
５
月
31
日
で
す
。

お問い合わせ先　地域包括支援センター　†７６－２１５８

◎
高
齢
者
や
介
護
の
相
談
窓
口

役
場
内
に
は
『
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
』
と
い
う
窓
口
が
あ
り
ま
す
。

地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
皆
さ
ん
を

介
護
・
福
祉
・
医
療
な
ど
、
様
々
な

面
か
ら
総
合
的
に
支
え
る
た
め
に
設

置
さ
れ
た
部
署
で
す
。
主
な
仕
事
は

次
の
と
お
り
で
す
。

◎
自
立
し
た
生
活
が
維
持
で
き

る
よ
う
に
支
援
し
ま
す

介
護
保
険
の
要
支
援
１
・
２
と
認

定
さ
れ
た
方
に
は
、
心
身
が
良
い
状

態
で
保
て
る
よ
う
、
必
要
に
応
じ
て

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
訪
問
介
護
（
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
）
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を

紹
介
し
、
状
態
に
合
わ
せ
た
『
介
護

予
防
の
支
援
』
を
行
い
ま
す
。
ま
た

安
全
の
た
め
の
手
す
り
設
置
、
歩
行

器
や
入
浴
の
椅
子
な
ど
の
相
談
に
も

応
じ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
の
要
支
援
で
は
な
い
け

れ
ど
外
出
が
少
な
い
方
に
は
、
介
護

を
受
け
ず
元
気
で
過
ご
す
こ
と
を
目

的
と
し
た
教
室
を
週
一
回
実
施
し
て

い
ま
す
（
小
学
校
の
空
き
教
室
を
会

場
に
し
た
『
ミ
ズ
ナ
ラ
倶
楽
部
』）。

身
体
面
や
認
知
面
の
維
持
・
向
上
の

た
め
、
手
工
芸
や
ゲ
ー
ム
な
ど
を
楽

し
く
行
っ
て
い
ま
す
。

足
腰
の
痛
み
の
あ
る
方
対
象
の

『
転
倒
予
防
教
室
』
は
、
生
涯
学
習
課

と
共
同
で
企
画
し
、
前
期
６
〜
10
月
、

後
期
11
〜
２
月
に
実
施
し
ま
す
。

『
リ
ハ
ビ
リ
相
談
』
で
は
、
手
足

の
動
き
の
悪
さ
、
言
葉
の
出
に
く
さ

や
ム
セ
が
気
に
な
る
方
な
ど
を
対
象

に
、
リ
ハ
ビ
リ
専
門
家
が
訪
問
し
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

◎
相
談
は
お
気
軽
に
ど
う
ぞ

高
齢
者
の
皆
さ
ん
や
ご
家
族
の
健

康
・
介
護
な
ど
の
悩
み
に
対
応
し
て

い
ま
す
。
相
談
方
法
は
電
話
で
も
訪

問
で
も
結
構
で
す
。
自
治
会
な
ど
の

団
体
向
け
に
は
出
前
講
座
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

◎
皆
さ
ん
の
権
利
を
守
り
ま
す

高
齢
者
の
方
々
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
よ
う
に
、
皆
さ
ん
の
持
つ
さ

ま
ざ
ま
な
権
利
を
守
り
ま
す
。
成
年

後
見
制
度
の
紹
介
や
、
虐
待
へ
の
早

期
対
応
、
消
費
者
被
害
な
ど
関
係
機

関
と
連
携
し
対
応
し
ま
す
。

◎
担
当
職
員
の
紹
介

主
任
介
護
支
援
専
門
員
・
保
健
師
　
　

丸
尾
美
佐

保
健
師
　
向
平
亮
子

社
会
福
祉
士
　
佐
々
木
祐
也

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

こ
の
４
月
か
ら
津
別
町
役
場
の
総
務

課
に
勤
務
し
て
い
る
伊
藤
聖
也
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

斜
里
町
出
身
の
伊
藤
さ
ん
は
、
地
元

の
斜
里
高
校
を
卒
業
後
、
札
幌
学
院
大

学
人
文
学
部
英
語
英
米
文
学
科
に
進

学
。
国
内
旅
行
取
扱
業
務
管
理
者
の
資

格
を
取
得
し
、
当
初
は
旅
行
代
理
店
へ

の
就
職
を
志
望
し
て
い
ま
し
た
が
、
や

が
て
「
人
の
近
く
に
い
て
人
を
支
え
ら

れ
る
よ
う
な
仕
事
に
就
き
た
い
」
と
思

う
よ
う
に
な
り
、
公
務
員
を
目
指
し
ま

す
。オ

ホ
ー
ツ
ク
管
内
町
村
職
員
採
用
資

格
試
験
に
合
格
後
、
津
別
町
役
場
の
採

用
試
験
に
応
募
し
た
の
は
、「
町
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

な
ど
の
実
施
を
知
り
、
住
民
と
の
つ
な

が
り
の
強
さ
を
感
じ
た
か
ら
で
す
」。

現
在
、
庶
務
担
当
と
し
て
職
員
の
福

利
厚
生
関
係
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す

が
、「
ま
だ
手
探
り
で
与
え
ら
れ
た
仕

事
を
こ
な
す
の
に
精
い
っ
ぱ
い
で
す
。

早
く
目
標
を
見
つ
け
、
津
別
町
の
職
員

と
し
て
一
人
前
に
な
り
た
い
で
す
」
と
、

抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

津
別
に
来
て
ま
だ
１
ヵ
月
あ
ま
り
の

伊
藤
さ
ん
。
休
日
は
津
別
の
魅
力
を
探

る
べ
く
、
情
報
収
集
に
余
念
が
な
い
そ

う
で
す
。

人
の
近
く
に
い
て
人
を
支
え
ら
れ
る
よ
う
な
職
員
を
目
指
し
ま
す

伊
藤
　
聖
也

さ
ん

いとう　せいやさん／昭和63年11月生まれ

津別町役場に勤務／緑町在住

ご
存
知
で
す
か

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

たじま　としおさん／昭和14年12月、津別町生まれ／72歳／
緑町在住



自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
の
運
輸
支
局
の
登
録
に
基
づ

い
て
課
税
さ
れ
る
道
税
で
す
。
平

成
24
年
度
の
納
期
限
は
５
月
31
日

（
木
）
で
す
。
必
ず
納
期
限
ま
で
に

納
め
ま
し
ょ
う
。

納
税
通
知
書
は
５
月
７
日
（
月
）

に
発
送
し
ま
す
が
、
住
所
を
変
更

さ
れ
た
方
や
納
税
通
知
書
が
届
か

な
い
と
い
う
方
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク

総
合
振
興
局
税
務
課
納
税
係
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

自
動
車
税
納
税
通
知
書

（
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
字
さ

れ
て
い
る
も
の
）
は
、
従

来
の
金
融
機
関
の
ほ
か
、

指
定
の
コ
ン
ビ
ニ
か
ら
も

納
税
で
き
ま
す
。

事
情
が
あ
っ
て
「
納
期

限
ま
で
に
納
め
ら
れ
な

い
」
ま
た
は
「
一
度
に
納

め
ら
れ
な
い
」
等
の
ご
相

談
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

オ
ホ
ー
ツ
ク

総
合
振
興
局
税
務
課
納
税
係

†
０
１
５
２-

41-

０
６
１
６

身
体
障
が
い
者
又
は
精
神
障
が

い
者
で
歩
行
が
困
難
な
方
が
所
有

す
る
軽
自
動
車
等
（
身
体
障
が
い

者
で
年
齢
18
歳
未
満
の
者
又
は
精

神
障
が
い
者
と
生
計
を
一
に
す
る

方
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
等
を
含

み
ま
す
）
で
必
要
と
認
め
ら
れ
る

も
の
（
１
台
に
限
り
ま
す
）
や
、

そ
の
構
造
が
身
体
障
が
い
者
等
の

利
用
の
た
め
の
軽
自
動
車
等
は
、

申
請
に
よ
り
軽
自
動
車
税
が
減
免

さ
れ
ま
す
。

申
請
手
続
き
に
は
身
体
障
が
い

者
手
帳
等
、
運
転
免
許
証
、
送
付

さ
れ
た
納
税
通
知
書
、
印
鑑
を
持

参
し
て
税
務
担
当
へ
納
期
限
の
７

日
前
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
住
民
企
画
課

税
務
担
当
　
†
76-

２
１
５
１
　

（
内
線
２
２
０
）

町
内
の
保
育
所
や
幼
稚
園
に
バ

ス
で
通
う
お
子
さ
ん
の
交
通
費
を

全
額
助
成
し
ま
す
。
該
当
す
る
方

は
、
次
の
方
法
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

対
象
者

町
内
に
住
む
３
歳
以
上

で
、
１
人
で
通
う
こ
と
が
で
き

る
子
ど
も
の
保
護
者
の
方

助
成
額

定
期
乗
車
券
の
運
賃
に

相
当
す
る
額
　
　
　
　
　
　
　

申
請
方
法

q
町
営
バ
ス
利
用
の
場
合
…
役
場

保
健
福
祉
課
福
祉
担
当
窓
口
ま

で
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

内
容
を
確
認
し
、
申
請
書
に
記

入
し
て
い
た
だ
い
た
後
、
定
期

券
を
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

w
民
間
バ
ス
利
用
の
場
合
…
購
入

し
た
定
期
券
、
定
期
券
の
領
収

書
、
保
護
者
の
方
の
通
帳
、
印

鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
後
日
、

助
成
金
を
振
り
込
み
い
た
し
ま

す
。

申
請
先

保
健
福
祉
課
　
福
祉
担
当

†
76-

２
１
５
１
（
内
線
２
３
３
）

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

住民企画グループ　† 76－2151

FAX 76－2976

５
月
31
日
（
木
）
は

自
動
車
税
の
納
期
限
で
す

身
体
障
が
い
者
等
の
軽
自
動

車
税
の
減
免
申
請
に
つ
い
て

園
児
な
ど
の
通
園
に

バ
ス
代
を
全
額
助
成
し
ま
す

春
の
行
楽
期
の
交
通
安
全

運
動
が
始
ま
り
ま
す

住民企画課

住民企画

グループ

先
月
10
日
、
交
通
安
全
推
進
町

民
大
会
が
開
催
さ
れ
、
交
通
事
故

の
な
い
安
全
で
安
心
な
社
会
を
目

指
す
こ
と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

今
年
度
の
津
別
町
の
交
通
安
全

運
動
は
、
年
間
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

「
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
交
通
事
故
死
〜

め
ざ
せ
安
全
で
安
心
な
津
別
町
〜
」

を
か
か
げ
、
７
大
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
期
別
運
動

（
春
・
夏
・
秋
・
冬
・
春
の
行
楽

期
・
秋
の
輸
送
繁
忙
期
）
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

今
月
は
、
春
の
行
楽
期
の
交
通

安
全
運
動
を
、
15
日
か
ら
24
日
に

か
け
て
実
施
し
ま
す
。「
自
転
車
の

安
全
利
用
の
推
進
と
歩
行
者
の
交

通
事
故
防
止
」「
観
光
・
行
楽
に
伴

う
交
通
事
故
防
止
」「
全
て
の
座
席

の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
」「
飲
酒
運

転
の
根
絶
」
の
四
つ
を
重
点
に
運

動
を
展
開
し
ま
す
。

◎車上狙いに注意！

３月中、美幌町内において４件の車上狙いと２件

の車への器物損壊事件が発生しています。ドアの鍵

穴を壊し、車内から工具類が盗まれたり、ワイパー

が折られたりなどの被害が出ています。

警察で警戒をしていますが、深夜、町内を徘徊
はいかい

す

る不審者や不審車両を発見したときは、ただちに

110番通報しましょう。

◎万引きは犯罪

３月中、美幌町内のスーパーや薬局店において３

件の万引き事件が発生しています。食料品や化粧品

などが万引きされ、店員に見つ

かり警察に通報が入りました。

万引きは犯罪です！

絶対にやめましょう。

地 域 安 全 ニ ュ ー地 域 安 全 ニ ュ ー スス

美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については各防犯協会または警察署にお問い合わせください。

地域担当連絡員の担当職員変更のお知らせ

私たちが担当します

布川・相生中央・相生2 下美都・上美都・上里

深 田 知 明
産業振興課長

平成24年４月１日の人事異動に伴い、地域担当連絡員の配置が下記の通り変更となりましたので、お知ら

せします。

自治会単位で地域が抱えている問題、制度などについてもっと知りたい教えてほしいという要望等があり

ましたら、直接担当員にお電話ください。

新町・旭町１

生涯学習課参事

共和２・共和３

東達美・達美・西達美
上最上・下最上

横 山　 智
住民企画課主幹

緑町２・緑町３

金 野 茂 幸
建設課主幹

達美町・緑町１

房 田 敏 彦
生涯学習課長

柏町・高台町

山 田 英 孝
保健福祉課長

旭町２・旭町３

川 口 昌 志
産業振興課主幹

高台1・高台2・豊永1

石 橋 吉 伸
産業振興課参事

共和1・恩根1・恩根中央

鴇 田 憲 治
住民企画課長

共和４・豊永２ 東岡・活汲１・活汲３
活汲中央・岩富

双葉・沼沢・本岐市街・本岐２・木樋・二又・大昭

林　　伸　行
総務課長

徳 田 博 一
特養園長

幸 町・本 町 西 町・東 町

江 草 智 行
建設課長

竹 俣 信 行

総務課主幹

豊永３・豊永４

清 野 敏 幸
特養主幹

松 橋 正 樹
総務課主幹

大 野 功 二
津別消防署長

※地域からの連絡などは連絡員に直接電話を

してください。

※地域担当連絡員制度についてのお問い合わ

せは、住民企画課住民企画グループまで

†76－2151（内線213）

†76－1300

†76－2189†76－2151 内線207

†76－2151 内線265

†76－2151 内線256 †76－2151 内線257

†76－2151 内線206 †76－3205

†76－2151 内線214†76－2151 内線237

†76－2151 内線262

†76－2151 内線316

†76－2151 内線270 †76－2151 内線247

†76－2151 内線287†76－2151 内線246†76－2151 内線245

伊 藤 同

小 野 寺 祥 裕

議会事務局長

伊 藤 泰 広
住民企画課主幹

†76－2151 内線213

成 田 信 雄
生涯学習課主幹

†76－2401

石 川　 篤
保健福祉課主幹

†76－2151 内線227

齊 藤 昭 一
住民企画課主幹

†77－3771

道税ホームページ
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/sm/zim/

長 良 英 俊
会計課長

†76－2151 内線203



自
宅
に
お
風
呂
が
な
い
方
（
自

宅
の
お
風
呂
が
故
障
な
ど
で
使
え

な
い
方
）
に
、
津
別
町
公
衆
浴
場

の
無
料
入
浴
券
を
交
付
し
ま
す
。

交
付
対
象
者

・
平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
満
70

歳
以
上
の
町
民
の
方

・
自
家
用
風
呂
が
な
い
こ
と

・
町
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

申
請
に
必
要
な
も
の

印
鑑

※
代
理
受
領
の
場
合
は
、
対
象
者
と

代
理
者
の
印
鑑
（
無
料
入
浴
券
は

申
請
し
な
け
れ
ば
交
付
さ
れ
ま
せ

ん
）

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
　
福
祉
担
当

†
76-

２
１
５
１
（
内
線
２
３
３
）

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
、
地
域
住
民
の
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
内
容
は
離
婚

相
談
な
ど
家
庭
内
の
問
題
や
、
借

地
借
家
の
問
題
、
隣
近
所
の
も
め

ご
と
な
ど
幅
広
く
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。
６
月
１
日
は
「
人
権
擁

護
委
員
の
日
」
に
ち
な
ん
で
、
特

設
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
　
時

６
月
１
日
（
金
）

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

会
　
場

林
業
研
修
会
館
図
書
室

津
別
町
の
人
権
擁
護
委
員

修
田
　
建
惠

鷹
觜
　
と
し
子

問
い
合
わ
せ
先

住
民
企
画
課

住
民
企
画
グ
ル
ー
プ

†
76-

２
１
５
１
（
内
線
２
１
６
）

津
別
消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

で
す
。

平
成
24
年
度
か
ら
新
た
に
普
通

救
命
講
習
3
と
救
命
入
門
コ
ー
ス

を
実
施
し
ま
す
。

普
通
救
命
講
習
3
は
、
主
に

『
小
児
、
乳
児
、
新
生
児
に
対
す
る

心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方

法
、
異
物
除
去
法
』
を
３
時
間
で

受
講
い
た
だ
き
、
修
了
者
に
修
了

証
を
交
付
し
ま
す
。

救
命
入
門
コ
ー
ス
は
、
普
通
救

命
講
習
等
の
受
講
経
験
が
無
く
、

講
習
時
間
が
取
れ
な
い
方
の
入
門

コ
ー
ス
で
す
。
講
習
内
容
は
『
胸

骨
圧
迫
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
』

で
受
講
時
間
は
90
分
で
す
。
参
加

者
に
は
参
加
証
を
交
付
し
ま
す
。

消
防
署
で
随
時
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
の
で
、
い
ざ
と
い
う
時
の

た
め
に
ぜ
ひ
受
講
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
津
別
消
防
署
グ

ル
ー
プ
　
救
急
担
当

†
76-

２
１
８
９

≪噴火警報・予報≫

火 山 防 災 メ モ
～網走地方気象台より～

老
人
無
料
入
浴
券
を

交
付
し
ま
す

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員

の
日
　
特
設
相
談
所
を
開
設

普
通
救
命
講
習
3
及
び

救
命
入
門
コ
ー
ス
の
受
付

イ
ン
ク
が
消
え
る
事
が
あ
り
ま
す
。

文
字
が
消
え
て
し
ま
っ
た
場
合
、
冷

凍
庫
に
入
れ
る
な
ど
し
て
冷
や
す
と
復

色
さ
せ
る
事
が
出
来
ま
す
。
た
だ

し
、
消
し
て
重
ね
書
き
し
た
も
の

も
す
べ
て
が
復
色
し
て
し
ま
い
ま

す
。こ

れ
ら
の
「
消
せ
る
」
タ
イ
プ

の
ボ
ー
ル
ペ
ン
は
、
公
文
書
、
証

書
類
、
保
存
用
文
書
、
あ
て
名
書

き
等
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
用
途
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◎
消
費
生
活
の
ご
相
談

美
幌
消
費
者
協
会

†
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
72-

０
３
６
６

※
月
〜
金
曜
日
（
祝
祭
日
を
除
く
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

Ｑ

産業振興課
商工観光担当
†76－2151
（内線258）

A

文
字
が
消
え
て
し
ま
っ
た
！

便
利
な
の
で
、「
文
字
が
消
せ
る
」
と

い
う
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
書
い
た
手
帳
を
カ

バ
ン
外
側
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
炎
天

下
を
歩
い
た
ら
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
書
い
た
文
字
が
消
え
て
し

ま
っ
た
。
専
用
の
消
し
ゴ
ム
で

な
く
て
も
消
え
る
の
か
。

書
い
た
文
字
な
ど
を
ペ
ン
軸

に
付
い
て
い
る
ラ
バ
ー
で
こ
す

る
と
イ
ン
ク
が
消
え
る
（
透
明

に
な
る
）
と
い
う
ボ
ー
ル
ペ
ン

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
イ
ン

ク
の
色
素
が
ラ
バ
ー
と
の
摩
擦

熱
で
消
え
る
よ
う
作
ら
れ
て
い
る
の
で

夏
の
自
動
車
内
な
ど
高
温
に
な
る
所
や
、

直
射
日
光
下
で
は
、
こ
す
ら
な
く
て
も

北海道では、交通事故相談所を設置し、専門の相

談員や弁護士が相談に応じています（事前予約制）。

相談は無料です。

※巡回相談は、都合によりテレビ電話を活用して実　

施する場合があります。

●弁護士相談・巡回相談日程及び時間
下記の日程で行います。必ず「予約先」まで事前に　

予約を行ってください。

●予約先 オホーツク総合振興局保健環境部

環境生活課　†0152－41－0783（直通）

�

問い合わせ先 住民企画課　住民企画グループ　†76－2151（内線216）

■交通事故にあったが、どうしたらよいのかわからない。 ■示談をどのように行ったらよいか？

■損害賠償の額が適正かどうかを知りたい。■残された遺児への生活（教育）資金の手当ては？　など

気象庁では、噴火による災害につい
て、予想される範囲を付して噴火警報
を発表します。噴火警報で発表する噴
火警戒レベルは、噴火時等にとるべき
防災対応を踏まえて、火山活動の状況
を５段階に区分したものです。
■雌阿寒岳の各レベルでの対応
レベル１：状況に応じて火口内及び近　
傍への立ち入り規制等。
レベル２：住民は通常の生活（今後の　
火山活動の推移に注意）。火口周辺へ　
の立入規制等。
レベル３：住民は通常の生活（今後の
火山活動の推移に注意）。状況に応じ
て災害時要援護者などの避難準備等。
登山禁止や入山規制など危険な地域
への立入規制等。
レベル４：警戒が必要な居住地域での
避難の準備、災害時要援護者などの
避難等が必要。
レベル５：危険な居住地域からの避難
等が必要。
※ 津別町に上記の居住地域は含まれて
いません。

＜気象庁火山関連ホームページ＞
http://www.jma.go.jp/jma/menu/
volcanomenu.html
問い合わせ先
網走地方気象台防災業務課
†0152－43－4349

本年４月１日付けをもっ

て、次の方が人権擁護委員に

嘱託されまた。

人権擁護委員さんのご紹介

<人権擁護委員>

鷹觜　とし子 さん

補助の対象者

地球温暖化防止や津別町の森林資源の地産地消を目指し、木質ペレットストーブを

購入する方に対して、購入費の一部を補助します。

○津別町内に住所を有し、町内の住宅や事業所、自治会な

どの活動拠点施設に木質ペレットストーブを設置する方

○町税を滞納していない方

○平成25年３月31日までに購入し、設置できる方

○ペレットストーブの使用状況等について、町が行うモニ

ター調査に協力できる方

※補助を希望される方は、ペレットストーブ購入前に補助の申請手続きを行ってください。

問い合わせ・申請先　産業振興課 林政担当　†76-2151（内線259）

補助金の額等
ペレットストーブ（中古品を除く）本体（設置費等

を除く）の税抜き価格の３分の２（改正前２分の１）

以内（千円未満は切り捨て）で、１台25万円（改正

前20万円）を限度とします。

平成24年度は、４台の補助を予定しています（町

の予算枠を満たし次第、締め切りとなります）。

※平成24年度より、補助金の額等が改正されました。

補助の申請書類
○補助金等交付申請書

○経費の内訳が明記されている見積書の写し

○ペレットストーブ設置位置図及び平面図

○町長が発行する納税証明書

○ペレットストーブの仕様等が確認できるカタログ

その他
○設置完了後、補助事業等実績報告書を提出していた

だきます。

○町による現地確認調査を実施します。

○補助金の交付は、現地調査後となります。

※その他、津別町木質ペレットストーブ導入支援事業

補助金交付要綱によります。

Q
Q&

Q＆�

消費生活相談�



検針・料金徴収員の担当地区については、４月１日現在の大まかな

区域です。各検針・徴収員は身分証明書を携帯しております。不明な

点がありましたら下記までご連絡ください。

平成20年４月から上水道・簡易水道・下水道・農業

集落排水の料金にかかる検針・料金徴収業務を次の会

社へ委託しています。各地域の担当員をお知らせしま

す。

問い合わせ先

役　場　上下水道担当 †76－2151（内線253・254）

委託先　水ｉｎｇ株式会社　北海道支店津別管理事務所

（下水道管理センター内）† 76－2848

委託先 水ｉｎｇ株式会社　北海道支店

後藤　寛治さん

上杉　猛晴さん

内田　憲造さん

長谷川　巌さん 佐藤　啓一さん

津別市街地区及び活汲地区 本岐地区

豊永及び高台の一部、
美都、上里地区

相生、大昭、布川地区

日　時 平成24年８月30日（木） 午後１時30分から午後４時まで

試験地 北見市（試験会場は、出願者に郵送する受験票により通知）

試験科目 食文化概論、衛生法規、公衆衛生学、栄養学、食品学、食　

品衛生学及び調理理論について筆記試験を実施

受験資格 学校教育法第57条に規定する者（高等学校入学資格）で、

多数人に対して飲食物を調理して提供する施設又は飲食店営業等に　

おいて平成24年５月25日までに２年以上調理の業務に従事した者

願書提出先 北見保健所

受付期間 平成24年５月14日(月)～５月25日(金)

問い合わせ先

北見保健所健康推進課健康増進係　†0157－24－4173

▼年金を満額受け取れない方へ

国民年金制度は、20歳から60歳までの

40年間の加入と納付状況によって年金額

が決定されます。過去に保険料の未納や

国民年金に加入していない期間があると

「満額」の年金を受け取ることができな

くなります。

しかし、次の条件を全て満たす方は、

ご本人の申し出により、「任意加入制度」

で国民年金に再加入し、年金額を増額す

ることができます。

▼任意加入制度に加入できるのは、次の

q～eの全てに該当する方です

q日本国内に居住する60歳以上65歳未満

w老齢基礎年金の繰り上げ支給を受けて

いない

e20歳から60歳までの年金保険料の納付

月数が480ヵ月未満

▼年金を受け取る権利のない方へ

また、昭和42年４月１日以前に生まれ

た方で、65歳まで加入しても年金を受け

取る権利がない方は、70歳まで加入でき

る「特例任意加入制度」もあります。

年金額を増やしませんか？

年金ミニ知識
問い合わせ　戸籍・年金担当

†76－2151 内線 222

場　　所 北見保健所

担当医師 嶋田進一郎医師

（北見赤十字病院　第一神経精神科部長）

予約・問い合わせ先

北見保健所健康推進課精神保健福祉係

†0157－24－4137

昨年、全国から４万２千人あまりの方が訪れた

オホーツク「木」のフェスティバル。オホーツク

圏において生産された木材・木製品をはじめとす

る「木」に関わる商品を一

堂に集めて、展示販売を行

います。もちろん津別町か

らもたくさんの商品が出品

されますので、どうぞ足を

お運び下さい。

日　程 ５月18日（金）～20日（日）

時　間 午前10時～午後５時まで

（最終日は午後４時まで）

会　場 サンライフ北見、サンドーム北見、

スキルアップセンター北見

�

問い合わせ先

2012オホーツク「木」のフェスティバル

実行委員会　†0157－25－1331

弁護士による無料の
法律相談を開催

釧路弁護士会の弁護士による、無料の

法律相談が開催されます。借金、離婚、

相続、破産、交通事故、損害賠償などの

ことでお悩みの方は、この機会にぜひご

利用ください。なお、相談には予約が必

要です。

事業名 道東一斉すずらん無料相談

（主催・釧路弁護士会）

日　時 ５月16日（水）

午後１時～午後４時まで

場　所 林業研修会館

予約受付 ５月11日（金）までに、住　

民企画グループへお越しいただくか、

電話でご予約ください。

予約・問い合わせ先

住民企画課　住民企画グループ

†76-2151（内線216）

●３歳未満（一律） 月額１万５千円　

●３歳以上小学校修了前（第１子・第２子） 月額１万円

●３歳以上小学校修了前（第３子以降） 月額１万５千円

●中学生(一律) 月額１万円

■所得制限額以上の場合(一律)        月額５千円

問い合わせ先 保健福祉課　福祉担当　†76－2151（内線299）

平成24年４月から子ども手当は児童手当にかわりました。今回の制度改正に伴う新たな申請手続
きは不要です（ただし、出生や他自治体からの転入等によって津別町での手当認定を受ける場合は
手続きが必要です）。

児 童 手 当 に 関 す る お 知 ら せ

２．平成24年６月分以降の児童手当認定
平成24年６月分から所得制限が設けられます。６月分以降の手当を受給するためには現況届の提出が必要に

なります。現況届の用紙は５月末に送付します。

１．平成24年４月～５月分の児童手当認定
津別町で子ども手当特別措置法（平成24年３月まで）の認定を受けた方が、４月１日時点で津別町での受給　

要件を満たしている場合は、改めて申請の必要はなく、児童手当が４月分から認定されます。

４．支給額（所得制限導入は平成24年６月分から）

３．所得制限の導入　※４～５月分については所得制限はありません。
平成24年６月分から所得制限が設けられます。生計中心者の収入が所得制限基準額を超えない方は通常の支

給額となりますが、所得制限基準額以上の方は当面の間、児童１人当たり月額5,000円が支給されます。所得制　

限基準額は夫婦・子ども２人世帯の場合で生計中心者の収入が960万円を基準として政令で定められます。


